様式第１(第３条関係)
特定施設（有害物質貯蔵指定施設）設置(使用、変更)届出書
  　　年　　月　　日
	　
	北九州市長　様
	


　
	届出者　
	北九州市○○区○○町○丁目○－○
○○○○株式会社
代表取締役　○○　○○
	印


　　水質汚濁防止法第５条第１項、第２項又は第３項（第６条第１項又は第２項、第７条）の規定により、特定施設（有害物質貯蔵指定施設）について、次のとおり届け出ます。
	工場又は事業場の名称
	　○○○○株式会社
○○工場
	※整理番号
	

	工場又は事業場の所在地
	北九州市○○区○○町○丁目○―○
	※受理年月日
	年　月　日

	第５条第１項関係
	特定施設の種類
	
	※施設番号
	

	
	有害物質使用特定施設の該当の有無
	有　□　　　無　□
	※審査結果
	

	
	△特定施設の構造
	別紙１のとおり。
	※備考
	

	
	△特定施設の設備
	別紙１の２のとおり。
	
	

	
	△特定施設の使用の方法
	別紙２のとおり。
	
	

	
	△汚水等の処理の方法
	別紙３のとおり。
	
	

	
	△排出水の汚染状態及び量
	別紙４のとおり。
	
	

	
	△排出水の排水系統別の汚染状態及び量
	別紙５のとおり。
	
	

	
	△排出水に係る用水及び排水の系統
	別紙６のとおり。
	
	

	第５条第２項関係
	有害物質使用特定施設の種類
	　
	
	

	
	△有害物質使用特定施設の構造
	別紙７のとおり。
	
	

	
	△有害物質使用特定施設の使用の方法
	別紙８のとおり。
	
	

	
	△汚水等の処理の方法
	別紙９のとおり。
	
	

	
	△特定地下浸透水の浸透の方法
	別紙10のとおり。
	
	

	
	△特定地下浸透水に係る用水及び排水の系統
	別紙11のとおり。
	
	


様式第１　
	第５条第３項関係
	有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の別
	□　有害物質使用特定施設
□　有害物質貯蔵指定施設
	
	

	
	△有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の構造
	別紙12のとおり。
	
	

	
	△有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の設備
	別紙13のとおり。
	
	

	
	△有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の使用の方法
	別紙14のとおり。
	
	

	
	△施設において製造され、使用され、若しくは処理される有害物質に係る用水及び排水の系統又は施設において貯蔵される有害物質に係る搬入及び搬出の系統
	別紙15のとおり。
	
	


備考　１　特定施設の種類の欄及び有害物質使用特定施設の種類の欄には、令別表第一に掲げる号番号及び名称（指定地域特定施設にあつては、名称）を記載すること。
　　　２　有害物質使用特定施設の該当の有無の欄には、有害物質使用特定施設に該当する場合には○印を記入すること。なお、有害物質使用特定施設に該当しない場合には、別紙１の２を提出することを要しない。
３  有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の別の欄には、該当する施設名を記載すること。
　　　４　△印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面、表等を利用すること。
　　　５　※印の欄には、記載しないこと。
　　　６　排出水の排水系統別の汚染状態及び量については、指定地域内の工場又は事業場に係る届出書に限つて欄を設けること。
　　　７　変更届出の場合には、変更のある部分について、変更前及び変更後の内容を対照させること。
　　　８　届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本産業規格Ａ４とすること。
　　　９　氏名（法人にあつてはその代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人（法人にあつてはその代表者）が署名することができる。
別紙12
有害物質使用特定施設（有害物質貯蔵指定施設）の構造
	工場又は事業場における施設番号
	酸洗浄装置
	酸洗浄装置廃液タンク

	有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の別
	有害物質使用特定施設
６５号　酸アルカリによる表面処理施設（下水道法）
	有害物質貯蔵指定施設

	型式
	型番０００号（○○社製）
浸漬式
	５０ｔタンク（○○社製）
貯留タンク

	構造
	鋼鉄製　
別紙のとおり
（構造図を添付）
	ＦＲＰ製
別紙のとおり
（構造図を添付）

	主要寸法
	長さ２ｍ×幅２ｍ×高さ１ｍ
別紙のとおり
（構造図を添付）
	直径３ｍ×高さ６ｍ
別紙のとおり
（構造図を添付）

	能力
	鋼板○○個／時間
有効容量　１立方メートル
	有効容量　５０立方メートル

	配置
	別紙のとおり
（配置図を添付）
	別紙のとおり
（配置図を添付）

	床面及び周囲
	床面：コンクリート製
（耐薬品塗布）
防液堤：コンクリート製
受け皿：ＦＲＰ製
側溝・溜めマス：コンクリート製
（耐薬品塗布）
配管：塩ビ製
別紙のとおり（一覧表添付）
	床面：コンクリート製（耐薬品塗布）
防液堤：コンクリート製
配管：鋼鉄製
別紙のとおり（一覧表添付）

	設置年月日
	年　　月　　日
	年　　月　　日

	工事着手予定年月日
	平成○○年○○月○○日
	平成○○年○○月○○日

	工事完成予定年月日
	平成○○年○○月○○日
	平成○○年○○月○○日

	使用開始予定年月日
	平成○○年○○月○○日
	平成○○年○○月○○日

	その他参考となるべき事項
	
	　


　備考　配置の欄には、当該有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設及びこれに関連する主要機械又は主要装置の配置を記載すること。
別紙13
有害物質使用特定施設（有害物質貯蔵指定施設）の設備
	工場又は事業場における施設番号
	酸洗浄装置
	酸洗浄装置廃液タンク

	有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の別
	有害物質使用特定施設
６５号　酸アルカリによる表面処理施設
	有害物質貯蔵指定施設

	設備
	床面、防液堤、受け皿、側溝、溜めマス、配管
別紙のとおり（一覧表添付）
	床面、防液堤、配管
別紙のとおり（一覧表添付）

	構造
	床面：コンクリート製
（耐薬品塗布）
防液堤：コンクリート製
受け皿：ＦＲＰ製
側溝・溜めマス：コンクリート製
（耐薬品塗布）
配管：塩ビ製
別紙のとおり（一覧表添付）
	床面：コンクリート製
（耐薬品塗布）
防液堤：コンクリート製
配管：鋼鉄製
別紙のとおり（一覧表添付）

	主要寸法
	別紙のとおり（構造図添付）
	別紙のとおり（構造図添付）

	配置
	別紙のとおり
（配置図添付）
	別紙のとおり
（配置図添付）

	設置年月日
	年　　月　　日
	年　　月　　日

	工事着手予定年月日
	平成○○年○○月○○日
	平成○○年○○月○○日

	工事完成予定年月日
	平成○○年○○月○○日
	平成○○年○○月○○日

	使用開始予定年月日
	平成○○年○○月○○日
	平成○○年○○月○○日

	その他参考となるべき事項
	
	


　備考　配置の欄には、当該有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の設備の配置を記載すること。
別紙14
有害物質使用特定施設（有害物質貯蔵指定施設）の使用の方法
	工場又は事業場における施設番号
	酸洗浄装置
	酸洗浄装置廃液タンク

	有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の別
	有害物質使用特定施設
６５号　酸アルカリによる表面処理施設
	有害物質貯蔵指定施設

	設置場所
	別紙のとおり
（配置図添付）
	別紙のとおり
（配置図添付）

	操業の系統
	別紙のとおり
（操業系統図を添付）
	別紙のとおり
（操業の系統図を添付）

	使用時間間隔
	８時～１８時
	８時～１８時

	１日当たりの使用時間
	１０時間
	１０時間

	使用の季節的変動
	なし
	なし

	原材料(消耗資材を含む。)の種類、使用方法及び１日当たりの使用量（有害物質使用指定施設の場合に限る。）
	鋼板○○枚
六価クロム（○％）○Ｌ
塩酸（○％）○Ｌ
硫酸（○％）○Ｌ
…
	　

	貯蔵する有害物質の種類（有害物質貯蔵指定施設の場合に限る。）
	
	六価クロム含有廃液
（○％含有）
…

	その他参考となるべき事項
	
	


　備考　有害物質貯蔵指定施設の場合には、使用時間間隔の欄及び１日当たりの使用時間の欄には、それぞれ当該施設への有害物質を含む水の供給時における当該施設の使用時間間隔及び使用時間を記載すること。
別紙15（新規）
用水及び排水の系統（搬入及び搬出の系統）
	施設において製造され、使用され、又は処理される有害物質に係る用水及び排水の系統（有害物質使用特定施設の場合に限る。）又は有害物質貯蔵指定施設である場合にはその施設において貯蔵される有害物質に係る搬入及び搬出の系統（有害物質貯蔵指定施設の場合に限る。）
	














※車両で貯蔵施設から有害物質を搬出
搬入経路及び配管図「別紙のとおり」


	用途別用水使用量
	用途
	使用水
	用水使用量(㎥／日)

	
	　洗浄水
	　水道水
	　１０

	
	　生活用水
	　水道水
	　２

	
	　冷却水
	　工業用水
	　２０

	
	　
	　
	　

	
	
	　
	　

	
	　
	　
	　


備考　有害物質貯蔵指定施設の場合には、用途別用水使用量の欄には記載しないこと。
有害物質使用特定施設（有害物質貯蔵指定施設）に係る設備に係る一覧表（例）
	番号
	施設名称
	設備名
	構造（材質）・
目視の有無
	配置
	構造
基準
	備考
（図面等）

	1
	酸洗浄装置
	本体
	鋼鉄製
	配置図○
	－
	資料○

	2
	
	床面（本体）
防液堤（本体）
受け皿（本体）
側溝
溜めマス

	コンクリート製
（耐薬品塗布）
コンクリート製
ＦＲＰ製
コンクリート製
（耐薬品塗布）
コンクリート製
（耐薬品塗布）
	配置図○
	Ａ
	資料○

	4
	
	地上配管１
	塩ビ製（目視可）
	配置図○
	Ａ
	資料○

	5
	
	地上配管２
	塩ビ製（目視可）
	配置図○
	Ａ
	資料○

	1
	酸洗浄装置廃液タンク
	（地下タンクの場合、基準有り）
	ＦＲＰ製
	配置図○
	Ａ
	資料○

	2
	
	床面（本体）
防液堤（本体）
	コンクリート製（耐薬品塗布）
コンクリート製
	配置図○
	Ａ
	資料○

	3
	
	地上配管Ａ
	鋼鉄製（目視可）
	配置図○
	Ａ
	資料○


配置図（例）

















添付する資料の内容
別紙12「有害物質使用特定施設（有害物質貯蔵指定施設）の構造」
構造図、主要寸法
配置図
床面及び周囲（施設の床面、防液堤、受け皿、側溝、溜めマス、配管）構造図
※稼働時に影響する範囲記入（別紙１３と同等）
別紙１３「有害物質使用特定施設（有害物質貯蔵指定施設）の設備」
設備の構造図
（床面、防液堤、受け皿、側溝、溜めマス、配管）
構造：コンクリート製、鋼鉄製、塩ビ製、ＦＲＰ製、耐薬品
トレンチ、検知施設（マノメータ、差圧計、水位計、観測井戸、ガス検知管等）の構造図
配置：設置場所
別紙１４　「有害物質使用特定施設（有害物質貯蔵指定施設）の使用の方法」
　別紙配置図、操業の系統図（フロー図）
　　　　　使用時間間隔、使用時間
原材料、貯蔵する有害物質の種類
配置図　事業場敷地内の場所を明記、階数が分かる断面図、
　　　　　構造図　設計図（平面図、立面図等）により構造の分かる図面、
有害物質使用特定施設、有害物質貯蔵指定施設、設備（配管等）の構造基準一覧表（Ａ基準～Ｃ基準を明記）
両面印刷してください（おもて）





両面印刷してください（うら）





レ





レ





対象範囲





廃液タンク○ｍ３








酸洗浄装置


洗浄水○ｍ３





（外部へ産廃処理）





排水○ｍ３








水道水


○ｍ３





廃水処理


施設


○ｍ３








ボイラー○ｍ３








冷却水○ｍ３








食堂・トイレ○ｍ３








冷却水○ｍ３








工業用水


○ｍ３








クーリングタワー○ｍ３








地上配管１








排水処理


施設





公共


下水道





地上配管２














床面


(受け皿)





床面





地上配管Ａ





貯留


タンク





本体





防液堤





防液堤





事務所棟





側溝








溜めマス








工場建屋








運搬車両


搬入搬出





出入口








